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リカバリ操作の実行

読み取り不能セクターのログの表示

読み取り不能セクターのログを保存し、分析用にファイルをテクニカルサポートに送信
できます。

タスクの内容

読み取り不能セクターのログには、リカバリ不能なメディアエラーが報告されたドライブが原因で発生した読
み取り不能セクターの詳細なレコードが含まれます。読み取り不能セクターは、通常のI/Oおよび変更処理（
再構築など）の実行中に検出されます。読み取り不能セクターがストレージアレイで検出されると、ストレー
ジアレイに対する要注意アラートが表示されます。Recovery Guruでは、注意すべき読み取り不能セクターの
状態を識別します。読み取り不能セクターに格納されているデータはリカバリできないため、失われたとみな
されます。

読み取り不能セクターのログには、最大1、000個の読み取り不能セクターを格納できます。読み取り不能セ
クターのログのエントリ数が1、000に達すると、次の条件が適用されます。

• 再構築中に読み取り不能セクターが新しく検出された場合は、再構築が失敗し、エントリがログに記録さ
れません。

• I/O中に読み取り不能セクターが新しく検出された場合は、I/Oが失敗し、エントリがログに記録されませ
ん。

これらのアクションには、オーバーフロー前に成功していたRAID 5書き込みとRAID 6書き
込みが含まれます。

データが失われる可能性--読み取り不能セクターからのリカバリは複雑な手順 であり、さまざ
まな方法を使用する可能性があります。この処理は、テクニカルサポートから指示があった場
合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 読み取り不能セクターの表示/消去*を選択します。

3. 読み取り不能セクターのログを保存するには、次の手順に従います。

a. テーブルの最初の列で、読み取り不能セクターのログを保存するボリュームを個別に選択する（各ボ
リュームの横にあるチェックボックスをオンにする）か、テーブルのヘッダーにあるチェックボック
スをオンにしてすべてのボリュームを選択できます。

特定のボリュームを検索するには、任意の列をソートしたり、* Filter *ボックスに文字を入力したりで
きます。

b. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダにという名前でファイルが保存されます unreadable-sectors.txt。

4. テクニカルサポートから読み取り不能セクターのログを消去するように指示された場合は、次の手順を実
行します。
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a. テーブルの最初の列で、読み取り不能セクターのログを消去するボリュームを個別に選択する（各ボ
リュームの横にあるチェックボックスをオンにする）か、テーブルのヘッダーにあるチェックボック
スをオンにしてすべてのボリュームを選択できます。

b. [* Clear*](クリア)をクリックし’操作を実行することを確認します

ドライブポートの再有効化

誤配線状態からリカバリするための修正措置が実施されたことをコントローラに示すこ
とができます。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. ドライブポートを再度有効にする*を選択し、処理を確定します。

このオプションは、ストレージアレイに無効なドライブポートがある場合にのみ表示されます。

誤配線が検出されたときに無効になったSASポートが、コントローラによって再有効化されます。

リカバリモードのクリア

ストレージアレイ構成をリストアしたら、リカバリモードのクリア処理を使用してスト
レージアレイでのI/Oを再開し、通常の動作に戻します。

開始する前に

• ストレージアレイを以前の構成に戻す場合は、リカバリモードをクリアする前にバックアップから設定を
リストアする必要があります。

• リストアが正常に完了したことを確認するには、検証チェックを実行するか、テクニカルサポートに確認
する必要があります。リストアが正常に完了したことを確認したら、リカバリモードをクリアできます。

タスクの内容

ストレージアレイには、論理構成（プール、ボリュームグループ、ボリュームなど）が記録された構成データ
ベースが格納されています。ストレージアレイ構成を意図的にクリアした場合、または構成データベースが破
損した場合、ストレージアレイはリカバリモードになります。リカバリモードではI/Oが停止し、構成データ
ベースがフリーズされるため、次のいずれかの処理を実行できます。

• コントローラのフラッシュデバイスに保存されている自動バックアップから設定を復元します。この処理
を実行するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

• 前回の構成データベース保存処理から構成をリストアします。構成データベースの保存処理は、コマンド
ラインインターフェイス（CLI）を使用して実行します。

• ストレージアレイを最初から再構成します。

ストレージアレイ構成をリストアまたは再定義し、すべて問題がないことを確認したら、リカバリモードを手
動でクリアする必要があります。
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リカバリモードのクリア処理は開始後にキャンセルすることはできません。リカバリモードの
クリアには時間がかかることがあります。この処理は、テクニカルサポートから指示があった
場合にのみ実行してください。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. リカバリモードのクリア*を選択し、この処理を実行することを確認します。

このオプションは、ストレージアレイがリカバリモードの場合にのみ表示されます。
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